
海の声
地域の皆様と保護者の皆様とわたしたち 「チーム富岡」で

「瞳 きらきら 心 ぴかぴか」な子どもたち、夢を笑顔
で語れる子どもたちを育てていきたい。
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【校訓】かしこく なかよく たくましく富小spirits 「努力を楽しみ 向上を喜ぶ」

2学期も残すは、3日となりました。ご支援・ご協力ありがとうございました。

令和7年12月19日
11月7日に学習成果発表会を実施しました。子どもたちもこれまで学習してきたことの成果を保護者の
方々、地域の方々にお伝えしようと、協力しながら、そして高め合いながら、発表という形に仕上げました。
新聞などでも報道があっていますように、新しい教育の流れの中で「探究」ということが重要視されて

います。「探究」とは「子どもたちが自ら課題を設定し、情報収集、分析、考察、表現を行う」一連の流れ
のことです。昨年度までは、キラキラ富岡フェスタを前面に出しておりましたが、本年度は、学年の実態や
個性に合わせて、先生たちが支えながらも、「テーマの中で自分たちで課題を見つけ、情報収集し、整理
して、表現・発表させてほしい」という方針の中で、子どもたちが、主体となってつくりあげた発表でした。
どの学年の発表もとても工夫されていました。子どもたちの「見ている人に学んだことを伝えたい」とい
う気持ちがたくさんあふれていました。見ている保護者の皆さん、地域の皆さんの温かい笑顔が子どもた
ちの頑張りをより確かなものにしてくれたと思います。ありがとうございました。

２学期は、78日間ありました。暑かった8月
29日の２学期スタートから78日間いろんな学び
や体験ができた２学期だったと思います。それ
も学校にたくさんのご支援・ご協力いただく保
護者の皆さん、地域の皆さんのおかげと思って
います。いつもありがとうございます。
２学期の学びや、体験を通して、「自分のよ

さ」「友だちのよさ」「学校のよさ」「富岡の
よさ」を子どもたちはたくさん感じたことと思
います。特に、生活科、社会科、総合的な学習
の時間などで地域のこと、地域の人たちについ
て学んだり、体験したりする機会がとても充実
していました。本校でも、地域学校協働活動推
進員の方が地域の方々と学校をしっかりつない
でくださり、とても充実しています。
先日ある学校で「体験活動のよさ」を整理さ

れていました。
①教師や教科書からは学べない学び
②一過性ではない持続可能な学びの実現
③好きになる機会を誰一人取り残さない
④直接的な思いの伝達が可能
⑤安全安心な生活環境の構築
地域のことを学んだり、体験したりすること

は、富岡・苓北をもっと好きになることにつな
がります。地域の皆様、今後とも学校へのご支
援よろしくお願いします。
さて、本校では、年間を通して「相手意識」

「心の教育の充実」の２つを大切に日頃の教育
活動を行ってきているところです。その中で、
２学期を通して、気になった点がありました。
それは、言葉の遣い方です。保育園からほぼ同
じメンバーで過ごすことが多いのが現状ですが、
ひょっとしたら「慣れ」ということで、友だち
のことを意識せずに使ってしまう会話もあるの
ではないかと思っています。学校でも、更に心
の教育の充実も含め３学期しっかりと取り組ん
でいきます。
あと３日で冬休みに入ります。冬休みは、１

4日間です。子どもたちが２学期のたくさんの
「ありがとう」の気持ちを大切にしながら、新
しい年を迎えてほしいと願っています。車の往
来、人の往来も増える季節です。交通事故等に
も十分お気を付けくださいませ。
保護者の皆様も、地域の皆様も、少し早いです
が、いい年をお迎えください。



ご相談・ご心配ごとがありましたら、気軽にご相談ください。

〇お子さんの健康に関すること（久永）
〇お子さんの育ちに関すること（蓮田）
〇学校のきまり等に関すること（小川）
〇学校の教育活動全般（亀子・川端）

ほぼ毎日HP更新しています。
家庭での会話のきっかけ、子ど
もたちへの声かけのきっかけに
なれば幸いです。ご覧ください。

1２月１１日（木） 校内持久走大会 たくさんの応援、ありがとうございました。

TOMIOKA ELEMENTARY SCHOOL in REIHOKU TOWN

１月の主な行事

８日（木） ３学期始業式
１３日（火） 委員会活動
１５日（木） あいさつ運動
１７日（土） 富岡地区どんどや準備
１８日（日） 富岡地区どんどや
２１日（水） 給食集会
２２日（木） PTA運営委員会
２６日（月）～３０日（金）

３学期人権旬間
２７日（火） 委員会活動
２９日（木） 毛筆指導
３０日（金） なかよし集会

毛筆指導

富岡小では、天草拓心高校との連携授業を年間通して実
施しています。これまで、５年生のマダイや車エビの稚魚放流
活動、４～６年生を対象とした高校生の皆さんを招いての「よ
うこそ先輩」講話などを行ってきました。今回は、「天草の伝
統食品、こっぱもちを試作し、地元食文化・歴史を考える機会
とする」という目的で、富岡小もご一緒にどうですか、というお
話をいただき、３年生、６年生が総合的な学習の時間の一環
で参加させていただきました。いきなり団子作りとこっぱもち
の「こっぱ」づくりが主な作業内容です。ちなみに「こっぱ」と
は、さつまいもを蒸して干したものです。最初に工程を、丁寧
に説明をしてくださり、スタートです。子どもたちも、ニコニコし
ながら作業を、わからないところ、むずかしいところは高校生
の皆さんやマリン校舎の先生方に聞きながら、一緒に楽しそ
うに行っていました。いきなり団子も最後にはできあがり、おい
しそうにほおばっていました。後日、こっぱはこっぱ餅に加工し、
届けてくださるそうです。 本校では、マリン校舎との連携を、
キャリア教育の視点、体験学としての視点からも大切にして
いきたいと思っています。素晴らしい機会をありがとうござい
ました。

12月16日（火） 天草拓心高校マリン校舎との
「こっぱ」づくり体験（3年・6年）

雨を大変心配していたのですが、子どもたち、そして保護者・地域の
皆さんの思いが通じたのか、午前中は、曇りで、暑くもなく、寒くもない
ような天気の中、無事に持久走大会を開催できました。開会式でも話
したのですが、当日朝、６年生のある児童が、「校長先生、おはようご
ざいます。今日は頑張ります。一番じゃなく、自分の目的を達成できる
ように頑張るのが今日の目標です。歩かないで最後まで頑張りま
す。」と伝えに来てくれました。とても嬉しくなりました。持久走は、速さ
を求めるステキさもありますが、あきらめずに走りきる気持ちのステキ
さもあります。走り終えたあと、子どもたちのたくさんの「やりきった！」と
いう顔をみることができました。起伏が激しいコースでもありますので、
走る中で、苦しくなる場面もあったと思います。３年生の児童が、保護
者の方や地域の方の応援があったら、スピードが速くなった」という話
をしてくれました。やはり、応援してくださった保護者の皆さん、地域の
皆様、保育園の皆さん、友だち、先生・・・全ての皆さんの応援の声が
力に変わったと思います。
また、PTAの役員の皆様、大会運営にたくさんの支援ありがとうござ
いました。また、当日も含めて試走のたびに春の迫地区の有志の皆さ
んが、道路の清掃をしてくださいました。ありがとうございました。

熊本県共同募金 ご協力ありがとうございまし
た。企画委員会が毎朝学校で取り組んでくれ
ました。８７０６円の募金がありました。募金は、
主に地域の福祉活動の充実などに使われる
そうです。
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